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今
回
も
、
昨
年
の
11
月
号
に
続
き
、
古

代
山
城
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

従
来
、
古
代
山
城
の
分
類
に
は
朝
鮮
式
山

城
と
神
籠
石
系
山
城
と
が
あ
り
、
近
年
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
古
代
山
城
と
呼
ぶ
こ
と

が
一
般
化
し
て
き
た
こ
と
は
前
回
ふ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮
式
、
神
籠
石
系

の
分
類
が
必
ず
し
も
有
効
な
方
法
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
朝
鮮
式
・
神
籠
石
系
に
代
わ

る
分
類
の
仕
方
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
嶮
山
城
類
・
緩
山
城
類
と
い
う

分
け
方
で
す
。
こ
れ
は
選
地
（
ど
ん
な
場

所
を
山
城
の
立
地
と
し
て
選
ん
で
い
る

か
）
に
よ
る
分
類
と
い
え
ま
す
。
「
嶮
」

は
嶮
し
い
、
「
緩
」
は
緩
や
か
の
意
味
で

す
か
ら
、
単
純
に
は
嶮
山
城
類
は
高
い
所

に
築
か
れ
た
山
城
、
緩
山
城
類
は
低
い
場

所
に
築
か
れ
た
山
城
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
選
地
に
よ
る
分
類
を
念
頭
に
お
い
て
、

北
部
九
州
に
展
開
す
る
神
籠
石
系
山
城
と

さ
れ
て
い
る
も
の
を
踏
査
し
て
み
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
た

と
え
ば
史
跡
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
（
お
つ
ぼ

山
城
・
佐
賀
県
武
雄
市
）
、
史
跡
鹿
毛
馬

神
籠
石
（
鹿
毛
馬
城
・
飯
塚
市
）
な
ど
で

は
、
立
派
な
水
門
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
門
は
城
内
の
雨
水
な
ど
を
外
に
排

出
す
る
た
め
で
す
か
ら
、
山
城
の
な
か
で

も
最
も
低
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
先
の
二

つ
の
山
城
で
は
、
水
門
は
ほ
ぼ
周
囲
の
平

地
と
同
じ
高
さ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
（
周

囲
と
の
比
高
差
０
ｍ
）
、
典
型
的
な
緩
山

城
と
い
え
ま
す
。
北
部
九
州
の
山
城
に
は

こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
の
で
す
が
、
一
方

で
史
跡
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
（
御
所
ヶ
谷

城
・
行
橋
市
）
は
嶮
山
城
類
に
入
り
、
城

内
で
は
規
模
の
大
き
な
中
門
跡
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
籠
石
系
山
城
と
い
え
ど

も
そ
の
あ
り
か
た
は
決
し
て
一
様
で
は
な

い
の
で
す
。

　
ま
た
古
代
山
城
を
守
固
城
型
、
前
線
基

地
型
に
分
類
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
先
の
嶮
山
城
・
緩
山
城
に
対
応
し

て
お
り
、
そ
の
築
城
目
的
が
異
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
考
え
方
の
一
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
、

前
回
述
べ
た
、
い
つ
築
城
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
主
体
は
だ
れ
か
の
問
題
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
築
城
目
的
に
も
注
目
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
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令和6年
４月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年6月の人は、4月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

にこにこ通信 子育て支援センター
うめっこテラス保育士

あなたの子育てを応援します

子育て支援センターをご存じですか？
　親子で遊び、子育て中の仲間と交流ができる場や子育て相談先として、市内には４つの地域子育て
支援センターが設けられています。

　それぞれ利用できるサービスや予約方法が異なりますので、詳しくは各所に尋ねてください。
　皆さんがお子さんの成長を楽しみながら子育てができますよう応援しています。気軽に問い合わせや
遊びに来てください。お待ちしています。

芋生 茉優ちゃん

いも  お ま　 ゆ

26日

牛島 宗汰ちゃん

うし じま そう　た

18日

野口 将生ちゃん

の　ぐち しょうい

３日

松尾 春親ちゃん

まつ　お はる ちか

26日

ちくし・子育て支援センター
（筑紫保育園内）

大字吉松44-３
☎（923）7350

たんぽぽクラブ
（保育所太宰府園内）

白川２-５
☎（922）4611

いと・カフェ
（水城青稜保育園内）

向佐野３-８-２
☎（408）8492

太宰府市子育て支援センター
（うめっこテラス）

五条３-７-１
☎（919）6001

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）、子
育ての手助けをしたい人（おたすけ会員）、両方を兼ね
る人（どっちも会員）がお互いを地域の中で助け合う組
織です。今回はおねがい会員のみの登録講習会です。

●日　時 ４月27日㈰　午前10時～正午　　
●場　所　いきいき情報センター２階　　
●料　金　無料　
●定　員 15人・託児あり（就学前・要申込）

●持ってくるもの
　筆記用具・証明写真１枚 （カラー・縦4.5×横3.5㎝）・
　本人確認書類（運転免許証、保険証など）
●申込方法 電話・ファクス・申込フォーム
●申込期限 ４月18日㈮
●申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ
第１回会員登録講習会 1626ページID

1211
ページID

ファミリー・サポート・センターだざいふ
　　  子育て支援センター（うめっこテラス）内
　☎（９１８）００３４　　（９１８）００７７
≪住所≫五条３-７-１
　≪開設時間≫平日 午前９時～午後５時
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